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研 究 ・教育 の論理 が官僚制度 にな じまない ことは,自 明で ある。軍 隊や税

務署 な どの官僚機構 の上意下達 の命令機構 ・管理機構 と,未 知 の ことを探 求

す る研究,人 間 の能力 の伸長 を扱 う教育 とは,論 理が,目 的 ・機能 が まる き

り違 う。

ところが 日本 を初 め として,そ れ以後 に近代化 された国,つ ま り非西欧国

家 では,主 権 国家 が先 にあって,国 家が大学 をつ くる。 その場 合ふ つ う大学

は官僚制度 の一環 として,そ の制度 に従属 した形 で出発 す る。 明治 日本 の場

合,明 治初年 の 「大学」 は役所 その もので あった し,開 成学校,東 京大 学 と

発展 して もs「文部 の学校 」といわれていた。 帝国大 学 になって,ド イ ツ大学

の研究至上 主義 を取 り入 れ よ う として,講 座制 を導入 した。講座 とはLehr、

stuhlの 翻 訳で あろ う し,ド イツ大学 のSeminar,Institutを 真似 てy講 座費

を出す こ とにな った。

しか しその後,官 僚制度 の中 にある と,研 究教育 の論理 と矛盾 す る ことに

なる。 ドイツの大学 で は講座名 は知 的最 前線 の変化 に応 じて絶 えず変わ って

行 くが,日 本の官僚制度 の中で は,時 代 の変化 にはつ いてい けない。矛盾 が

文科 系で はイ デオ ロギー的 に意識 され るよ うになる と,官 僚制度 か らの独立

を図 ろう として,大 学 の自治,学 問 の 自由 とい う要求 を出 して,歴 史 に残 る

ような衝突 を起 こすが,ふ つ うは特 に理科系 で は こっそ り官僚制 度 を形骸化

し,そ の圧力 を回避 しよ うとす る。
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国家機構 の一部 としてつ くられた大学 が,そ の大本の国家 のルー ルを変 え

るこ とは容 易で はない。講座 名 を変更す るには面倒 な手続 きを取 らねばな ら

ない。 そ こで理学部 な ど研 究至上主義 を唱 える ところで は講座制 を形骸化 し

た。物 理学科で は,教 授 たち は自分 が どうい う講座 を引 き継 いで いるのか は

知 らないのがふ つ う とな ってい る。お そ ら く事務 の方で文部省 に出す書類 の

上 で は,古 い講座名 に教 授名 を適 当 に当てて報告 してい るのだろ う。

法 と秩序 の守 り手 の法学部 は じめ文科系 の学部 で はい まだ に講座制が癌 だ

とい う議論 が行 われ るこ とが あった。 まだ まだ形骸化度 が足 りないか らであ

る。講座 とい う官僚 ポス トが まず厳然 として あ り,そ れ に人 が配 置 され るの

で ある。私大 は官僚制度 の枠外 にあ るはずで あるが,文 部省 の許認可 を受 け

るな ど,官 僚制度 に接触 す る面 で,ど うして も官僚制度 の論理 に従属 させ ら

れ る ことにな る。

形骸化 の例 を もう一つ取 ろ う。私 は30年 近 く国立大学 で教 えていた。 ある

時,事 務 か ら電話がかか って きて,「先生 はご存 じないで しょうが,私 た ちは

先 生の出勤簿 に判子 を押 してい ます。 ところが,先 生 には他の国立大学四 カ

所か ら集 中講義 の依頼 が来 てい ます。 そ うす る と規定上主務校 の出勤 日数が

足 りない ことにな って,困 るんです」 と。私 はそ うした出勤簿 の存在 を知 ら

なか った し,つ い に定年 まで出勤簿 とい うもの を見 る機会 がなか った。歴史

の上 の どこかで国家公務 員 の規定 にあ る出勤簿 を形骸化 したので ある。

あるア ングルか らすれ ば,日 本 の近代大学 の歴史 は,官 僚制 度のサ ブシス

テム として生 まれ た大学 が,研 究教育 とい う本 来の 目的 に添 って,大 学 の制

度 を形骸化 してゆ く努力 の歴史 で あった,と いえる。 こうい うことは,公 式

の大学史 には書 いてない。だか ら,何 時か らそれが始 ま り,ど うなって形骸

化 が発展 してい ったか を抑 える史料が乏 しい。 あ るいは史料 を残 して はい け

ない種類 の もので あったのか も知れ ない。

今で も文部 省の費用で外国 出張 す る時 な どには官僚制度 の枠 内 にある こと

を意識 させ られ る。1960年 代 まで国立大学 の教 員 は公用旅券 を取 る ことにな
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っていて,そ れが戦 後盛 んにな った教員 の学界 活動 に非常 な支 障 を来 す こと

になった。 あ る国で行 われ る国際学会 に出席 して,折 角来た のだか らその と

な りの国 の研究者 を訪 れて,見 聞 を広 め よう と思 って も,公 用旅券 には行 き

先の国が明記 され ていて,そ れ以 外の国 を訪れ る には,旅 券 に訂正 追加 を書

き入れね ばな らない。 そのため には本 国 に連 絡 して許可 を受 けね ばな らない。

それ には三 カ月かか る。事実上不可能 な ことで あ る。

これ はお そ ら く明治 の頃,ヨ ー ロッパ に何 カ月 もかか って船 で行 き,現 地

の港 で大使館員 の迎 えを受 け,常 に在外公館 と連絡 を取 って,帝 国大学教授

が洋行 していた頃の規則 で あろ う。 あ るいは国家 の利 益 を代 表 してネゴ シエ

ー シ ョンに行 く行政官僚 のた めの規 則で あろ う
。60年 代 の当時 日本 は まだ貧

し くて,た いていアメ リカのカネで海外 に出 ていた 日本 の科学者 に とっては,

何故 日本 国家 の規則 に縛 られな くて はな らないんだ ろう,と 思 った もので あ

る。公 用旅券の メ リッ トは,旅 券取得 にカネがかか らない こ と,通 関が速 く

済 む こ と くらいで あった。

文部省 で は国立大 学教官 の公用旅券 を一般旅券 に代 える ことは思 いつかな

かった。 や っ とそれ を知 って奮闘 したのが文部省 時代 の我 が七田教授 で,関

係諸官庁 と連絡 して,国 家 公務 員 に も一般旅券 を出す よ うに規 則 を変 えた。

形骸 化 しないで,制 度 を変 えるには,こ れ だ けの こ とで も,大 変 な ことなの

で ある。 当時,親 しか った文部 官僚 に 「大 学の先生 は公用旅券 を有 り難 が っ

てい ないんですね」 といわれて,今 頃気 がつ いたか,と 思 った もので ある。

形骸化 して も,つ い古 い形骸 にかかず らわ うことになって,古 い革袋 には

新 しい酒 を盛 り込 むには限界が あ る。 ノーベ ル賞が東京大学 か ら出ず に京都

大学 か ら出たの は何故か,こ れ は私 たち科学史家 が しょっち ゅう聞 かれ る難

問 であ るが,湯 川秀樹 が あの仕事 を したの は,出 身校京 大で もな く,新 興 の

大阪大学 にいた時 だ とい うことを考 え られ たい。新 しい大学 には常 に新 しい

酒 を盛 り込 む革袋(新 しい講座 や研 究所)が 用意 され る。 それが東大→京大

→東北大 ・九大→阪大 →名大 とい う戦 前の研究最前線 の動 きで あった
。古 い
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革袋 の形骸化 は,そ れ に比べ る と姑息 な手段 に過 ぎなか った。

中世 に始 まる欧米 の諸大学 は,大 学 のパ ター ンが近代 国家官僚 制 よ りず っ

と早 く確立 してい るので,後 か ら出来た官僚制度 を取 り入れ る必要 も,し た

が ってそれ を形骸化 す る必要 もなか った。大学 に固有 な教育 ・研究 の論理 で

自前 のルールつ くり,制 度作 りをし,そ れ を時代 に合 うように自 らを変 えて

行 けば よか った ので あ る。近代 にな って,近 代 主権 国家 の論 理が大 学 に干渉

しようとす る と,大 学 の 自由 ・自治の問題 が発 生す るので ある。 ナポ レオ ン

が ア ンシャン ・レジーム をつぶ して,専 門学 校(グ ラ ン ・ゼ コール)を つ く

って官僚制 に従属 させたの は,科 挙 の制度 と同 じように,国 家 に よる官僚 の

選抜制度 で あって,教 育研 究 の論理 に よるもので はない。専 門学校,プ ロフ

ェ ッシ ョナル ・スクール は,大 学 ・大学院 よ りも近代 国家 の 「合理性 」 を貫

く要請 に沿 うようにつ くられ るこ とが多い。

中国の場合 は,晴 唐以来科挙 の制度 と共 に,教 育 は官僚制 度 に従属 し,研

究 は制度化 されなか った。北京大 学 は東京大学 の真似 を した ところが あ る と

い うが,た しか に国家 がつ くった とい う点 では共通 してい る。

私 は8年 前 に北 京 日本 学セ ンター とい う ところで大学院生 に講義 し,今 回

又依頼 されて講 じる ことになったが,そ の8年 間 に日本側 が中国側 に主導権

を渡 そ う とす る過程 で,中 国の官僚制 の締 め付 けが厳 し くなって いる ことを

体験 した。大学院生 もまた我 々外人教 官 に も管理が厳 し くなってs教 育研 究

の実が上 が らな くな って いた。管 理す る役人側 は成績 を上 げ るためにか,や

た ら と小 中学生 に対 す るよ うな管理 を厳 し くし,教 室 に出来 るだ け多 く縛 り

付 けよ うとす る。性 悪説 に立脚 した一般的管理原則 に従 わせ るこ とを官僚 の

仕事 と考 えて いる らしい。例外 は許 さない。 日本 の文部省 に当た る教育部 か

らの命令 で,半 期18週 間 と過大(ハ ーバー ドな ど10-12週 間),さ らに出来 れ

ばそれ よ りも多 い時間 を課 そ う と迫 る。彼 らには教 室 に出て いる ことが勤務

レイバ ーで,そ れ以外 はレジャー と考 えるのだ ろ う。教育や研究 は両者 を止
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揚 した ワー クであ る ことは理解で きない。

この制度下 の大学院生 は自分で本 を読 み,思 索 し,論 文 を書 く自分 の時間

が な くて,研 究者 として独立 出来 そ うにない。 中国人 の関係 者,教 授,学 生

も,そ の点 を指摘 す るが,大 学院 な どの経験 もな く,何 もわか ってい ない教

育部 の一般 的管理政策 に抗 し得 ない。 その点,日 本 の大学 の方が ず っ と官僚

管理制度 の形骸化 が進行 してい る。 中国政府 に も教 育研 究 の論理 を理解 して

い る官僚 も一部 にはいるはず であ るが,大 勢 には抗 し得 ない。形骸化 の進行

の程度 において,こ の情 況 は 日本 の歴史 では どこ らにあた るのか,と 考 えて

みるが,ま だ明治初年 で あるのか も知れ ない。

もっ とも,官 僚主義 の形骸化 は歴 史的必然 であ る,と は断 じられ ない。20

世紀 に国立研 究所,巨 大科学 の論理 が官僚 機構 の論理 に似 てい るので,大 学

の間尺 にあわず,宇 宙科学研究所,国 立 天文 台 な どは大学 の外 に出て行 って,

文部省直轄 となった。 日本 はそれほ どの こともなか ったが,戦 後冷戦下 の世

界 の科学構造 は,原 子力や宇宙 の巨大冷戦科学技術 を中心 として組織 されて

いて,古 き良 き大 学の 自由 ・自治 よ りも,巨 大組織 が主流 となっていた。

しか し,90年 代 になって,冷 戦機構が崩壊 し,大 学 や研究教 育 の世 界 も脱

冷戦 レス トラを強 い られ る ことになった。 では これか ら どうい う方向へ行 く

か。科学界 はイ ンターネ ッ トによって脱 国家化,跨 国化(ト ランスナシ ョナ

ライズ)す る傾 向が加速 的 に強 まる もの と思 える。 す る と,や は り主権 国家

の官僚制 の論理 は ます ます形骸化 され る ことは,火 を見 るよ りも明 らかな ト

レン ドで ある。
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